
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お母さん：「ちいちゃん！早く片付けなさい！ 

ご飯の時間よ。」 

 

ちいちゃん：「いやー まだ遊びたいもん。」 

 

お母さん：「いくら言っても片付けないんだから！ 

ちゃんと言うこと聞いてちょうだい！」 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



またまたある日のこと。 

 

お母さん：「ちいちゃん。いつまで寝てるの。 

学校へ行く時間よ。」 

 

ちいちゃん：「まだ眠いよ～」 

 

お母さん：「もぉ～ いっつもお母さんの言うこと聞かな 

いんだから…マンガのある日曜日は，朝早く起 

きるくせに‼学校に遅れても知りませんよ！」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お母さん，とっても悩んでいるようだよ。 

お父さんは仕事で忙しいと言うし…。 

おばあちゃんは，「としこさん。子育ては親の務め！しっか

りしんさいよ。私が若いころには，頑張って子育てしたも

んよ。」とチクチクと言ってくるし…。 

 

お母さん：「私も一生懸命やっているんです。 

でも，ちいちゃんは言うこと聞かないし。 

どうしていいのかわからなくなるんです。」 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お母さん：「あぁ～も～，頑張って子育てしてるのに…。」 

 

なんだかお母さんとっても辛そうだよ。 

お母さん大丈夫かなあ，心配だなあ。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「ちゃんとしつけを…」 「塾や習い事は早く」 

「子供の自主性を…」 

お母さんは，育児本や家庭教育の本を読んだり，スマホや

ネットで調べたり，一人で頑張っているよ。 

 

お母さん：「育児本などには，色々なことが書いてあって… 

何がいいのか悪いのか～，どうしたらいいのか， 

わけわからない～。」 

 

お母さんは，まるで「子育ての情報の海」に溺れているよ

うだ・・・。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



そんなある日，お母さんの目に飛び込んできたのが， 

 

「子育てで困っているあなた，悩んでいるあなた， 

一緒に「親プロ」に参加してみませんか？」 

 

という，市役所の広報紙の記事！ 

お母さんは，思い切って市役所の「親プロ」担当の 

山田さんを訪ねることにしたんだ。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



山田さん：「お母さん，よくいらっしゃいましたね。 

お母さん，あなたは一人じゃないんですよ。 

『親プロ』には，同じように悩んでいる人や 

困っている人が参加しています。」 

 

お母さん：「私も参加できますか？」 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



それからお母さんは，「親プロ」に通い始めたようだ。 

何回か通ううちに，お母さんの顔もだんだん 

明るくなってきた。 

 

どうやら，悩んだり，しんどかったりすることは誰にもあ

ること，一人で抱えて悩まなくてもいいことに気づいたよ

うだ。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



でも・・・ 

 

 

ちいちゃんは，相変わらずだけどね… 

へへへへへ・・・。 

 

おしまい 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「親プロにおいでよ！」 

 

ぼくは猫のタマ。 

なんだか最近，うちのお母さん， 

７歳になる娘のちいちゃんのことで 

悩んだり困ったりしているようだ。 

 

 

 

 

 


